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環境対応 ラックオプション  

ＤＮＨＤ１２Ｅシリーズ（Ｒｅｖ．Ｅ以降） 
 

取扱説明書 
 

 

製品仕様はＨＰ上の仕様書を参照下さい。 

 

 
 

指指定定用用途途以以外外ににはは使使わわなないいでで下下ささいい！！  
小型メディアコンバータ（ＤＮ＊８＊＊シリーズ、ＤＮ＊７＊＊シリーズ）を最大１２台まで実装し、一括で電源 

供給を行うための収納シャーシです。 

それ以外の用途にはお使いにならないで下さい。 

また仕様の項目を超えない範囲でお使い下さい。 
 

分分解解ししなないいでで下下ささいい！！  
取付けてあるカバー類は取外さないで下さい。分解された場合は一切の保証をいたしません。 
 

製製品品はは大大事事にに扱扱っってて下下ささいい！！  
誤って落としたり、ぶつけたりしますと製品の性能を低下させますので十分にご注意下さい。 
 

異異常常がが起起ききたたらら直直ちちにに使使用用中中止止！！  
使用上、煙・臭い・発火などの異常に気がついた場合には、直ちに使用をやめ点検・修理に出して下さい。 
 

条条例例にに従従っってて産産業業廃廃棄棄物物ととししてて廃廃棄棄ししてて下下ささいい！！  
本装置を廃棄するときは、地方自治体の条例に従って産業廃棄物として処理して下さい。  

電電波波障障害害自自主主規規制制ににつついいてて！！  
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスＡ情報技術装置です。

この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策

を講ずるよう要求されることがあります。 
 

本本製製品品ののごご使使用用ににああたたっってて！！  
本製品は、人命に関わる場合（医療、航空、原子力、軍事等）や高度な安全性や信頼性を必要とするシステ

ムへの使用または機器組込みでの使用を意図した設計および製造は行っておりません。 

従いまして、これらのシステムへの使用や機器に組み込んで本製品が使用されることによって、お客様もしく

は第三者に損害が生じても、かかる損害が直接的、間接的または付随的なものであるかどうかにかかわりな

く、弊社は一切の責任を負いません。 

お客様の責任におきまして、このようなシステムへの使用または機器に組み込んで使用する場合には、使用

環境や条件等に充分配慮し、システムの冗長化などによる故障対策や、誤動作防止対策などの安全性・信

頼性の向上対策を施すなどご注意願います。 

大電株式会社 

安全にご使用いただくために（使用上の一般的注意事項） 

ご使用の前に必ずお読み下さい。 
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      ・・指指定定のの電電圧圧以以外外でで使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
     指定電圧以外で使用すると火災や感電､故障の原因となります。 

      ・・ＡＡＣＣ電電源源ププララググははＡＡＣＣココンンセセンントトにに確確実実にに差差込込んんでで下下ささいい。。  
     電源プラグの刃に金属などが触れると火災や感電、故障の原因となります。 

      ・・ＤＤＣＣ電電源源接接続続ははブブレレーーカカををＯＯＦＦＦＦににししててかからら行行っってて下下ささいい。。  
     電源の短絡事故や火災、感電を招く恐れがあります。 

      ・・ＤＤＣＣ電電源源のの接接続続はは相相応応のの訓訓練練をを受受けけたた人人がが行行っってて下下ささいい。。  
     電源の短絡事故や火災、感電を招く恐れがあります。 

      ・・アアーースス線線をを必必ずず接接続続ししてて下下ささいい。。  
    アースを接続しないと感電の原因となります。 

      ・・水水ににつつけけたたりり、、水水ををかかけけたたりりししなないいでで下下ささいい。。  
     漏電による火災や感電、故障の原因となります。 

      ・・浴浴室室やや加加湿湿器器ののそそばばななどど湿湿度度のの高高いい所所でではは使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
    火災や感電、故障の原因となります。 

   ・・静静電電気気注注意意！！  
        本製品は、静電気に敏感な部品を使用しています。静電気による故障・誤動作を防ぐため、製品に 

     触れる前には除電を行って下さい。 

 

注 意 
        ・・  電電源源ププララググをを抜抜くくととききはは、、電電源源ププララググをを持持っってて抜抜いいてて下下ささいい。。  
      電源コードを引っ張るとコードの損傷が発生し火災や感電の原因となることがあります。 

        ・・  濡濡れれたた手手でで製製品品にに触触れれなないいでで下下ささいい。。  
      故障や感電の原因となることがあります。 

        ・・  アアーースス線線のの接接続続及及びび取取外外すす時時はは、、AACC 電電源源はは電電源源ププララググををココンンセセンントトかからら抜抜きき、、  

DDCC 電電源源ははブブレレーーカカーーをを切切っっててかからら行行っってて下下ささいい。。  
      電源を接続したままアース線の接続や取外しをすると感電や故障の原因となることがあります。 

      ・・  本本機機ををスストトーーブブななどどのの熱熱器器具具ののそそばばにに置置かかなないいでで下下ささいい。。  
     ケーブルの被覆が溶けて火災や感電の原因となることがあります。 

      ・・  フファァンンがが回回転転ししなないい状状態態でではは使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
     内部の温度が上がり故障の原因となることがあります。 

      ・・  本本機機をを直直射射日日光光のの当当たたるる所所やや温温度度のの高高いい所所でで使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
     内部の温度が上がり火災や故障の原因となることがあります。 

      ・・  放放熱熱ススリリッットトやや隙隙間間にに針針金金やや金金属属物物ななどどのの異異物物をを入入れれなないいでで下下ささいい。。  
     内部に触れ感電やけがの原因となることがあります。 

      ・・  放放熱熱ススリリッットトをを塞塞ががなないいでで下下ささいい。。  
     スリットを塞ぐと内部に熱がこもって故障の原因となります。 

      ・・  本本機機ををほほここりりのの多多いい所所やや油油煙煙ののああたたるる所所でで使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
     火災や故障の原因となることがあります。 

      ・・  本本機機をを不不安安定定なな場場所所ままたたはは振振動動やや衝衝撃撃のの多多いい場場所所にに置置かかなないいでで下下ささいい。。  
     落下などにより、けがや故障の原因となることがあります。 

      ・・  本本機機はは底底面面がが下下ににななるるよよううにに設設置置ししてて下下ささいい。。  
      落下によるけがや故障の原因となることがあります。 

警告 
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１．装置各部の説明／付属品 

                        本   体                           
 

 

 

 
                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

                      付  属  品     －                  

 (ファンユニット)・・・ 

｢DNHD12E-1P(****V)｣,｢DNHD12E-2P(****V)｣ 

１台に対してファンユニット１台が標準で実装され 

ています。 
 
※ファンモジュール２個が装着されています。 

 ファンモジュールが両方とも故障した状態 

 で使用すると本体の内部温度が上昇し、 

 本体及び実装したメディアコンバータを 

故障させる恐れがあります。 

新しいファンモジュールに交換してご使用下さい。 

※DN6710E を実装して使用する場合は、ファンモジュールが 

両方共に正常に回転した状態で使用して下さい。 

DC48V電源ユニット ファンユニット 化粧パネル 

DNHD12E-2P-SNMPⅢの場合 

本体ﾛｯﾄｼｰﾙ 

電源ﾕﾆｯﾄﾛｯﾄｼｰﾙ 

DNHD12E-1PDC48V の場合 

AC100V電源ユニット ＳＮＭＰユニット 

ﾌｧﾝﾕﾆｯﾄﾛｯﾄｼｰﾙ 

マウントブラケット 

電源表示 LED ロックネジ ブラインド 

DNHD12E 

SNMP ﾕﾆｯﾄﾛｯﾄｼｰﾙ 

ネジ止め固定用穴 

（左右に各 1箇所） 

引出用ネジ穴 

（左右に各 1箇所） 

ファンモジュール 
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（AC100V 用電源ユニット）・・・ 

｢DNHD12E-1P(-SNMPⅢ)｣は本機１台に対して 

AC100V 用電源用ユニット１台が装着されています。 

｢DNHD12E-2P(-SNMPⅢ)｣は本機１台に対して 

AC100Ｖ用電源用ユニット２台が装着されています。 
 

（変換アダプタ） 

AC100V 用電源ユニット１台に対して 

１個付属しています。 

 

 

（AC200V 用ＡＣ電源ユニット）・・・ 

｢DNHD12E-1PAC200V(-SNMPⅢ)｣は本機１台に対して 

AC200V 用電源用ユニット１台が装着されています。 

｢DNHD12E-2PAC200V(-SNMPⅢ)｣は本機１台に対して 

AC200Ｖ用電源用ユニット２台が装着されています。 

 
 

（ＤＣ電源ユニット【DC24V 用、DC48V 用,DC110V 用】）・・・ 

｢DNHD12E-1PDC24V(-SNMPⅢ)｣は、本機１台に対 

してＤＣ２４Ｖ用電源ユニット１台が装着されています。 

｢DNHD12E-2PDC24V(-SNMPⅢ)｣は本機１台に対 

してＤＣ２４Ｖ用電源ユニット２台が装着されています。 

｢DNHD12E-1PDC48V(-SNMPⅢ)｣は本機１台に対 

してＤＣ４８Ｖ用電源ユニット１台が装着されています。 

｢DNHD12E-2PDC24V(-SNMPⅢ)｣は本機１台に対 

してＤＣ４８Ｖ用電源ユニット２台が装着されています。 

｢DNHD12E-1PDC110V(-SNMPⅢ)｣は、本機１台に対 

してＤＣ１１０Ｖ用電源ユニット１台が装着されています。 

｢DNHD12E-2PDC110V(-SNMPⅢ)｣は本機１台に対 

してＤＣ１１０Ｖ用電源ユニット２台が装着されています。 

 

 (ＳＮＭＰユニット)・・・ 

｢DNHD12E-*P(****V)-SNMPⅢ(（HS）)｣ 

１台に対してＳＮＭＰユニット１台 

が標準で実装されています。 
 
  〔表示ＬＥＤ〕 

POWER 電源供給時に点灯（緑） 

LK/Act リンク確立時に点灯/ 

データ送受信時に点滅(緑) 

STATUS CPUリセット中に点灯（緑） 

   
※ファンモジュール２個が装着されています。 

※DN6710E を実装して使用する場合は、ファンモジュールが 

両方共に正常に回転した状態で使用して下さい。 

ネジ止め固定用穴 

（左右に各 1箇所） 

引出用ネジ穴 

（左右に各 1箇所） 

AC100V 

電源コード（約 2.5m） 
電源プラグ 

電源入力端子台 

DC48V 
+  -  FG 

電源入力端子台 

AC100-240V 
L1 L2  FG 

ファンモジュール 

（HS品は高速ファンを搭載） 

 

コンソールポート 

接点出力ポート 

ネジ止め固定用穴 

（左右に各 1箇所） 

引出用ネジ穴 

（左右に各 1箇所） 
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〔リセットスイッチ〕 

本製品を再起動するためのスイッチです。 

先の細い棒などでリセットスイッチを押すと、本製品はハードウェア的にリセットされます。 
 

 
 

（ブラインド）・・・本機１台に対してブラインド１２個が取付けられています。 

メディアコンバータを実装する際には取外しますが、メディア 

コンバータを取外した際に必要となりますので大切に保管して下さい。 
 

（化粧パネル）・・・｢DNHD12E-1P(-SNMPⅢ)｣, 

｢DNHD12E-1P****V(-SNMPⅢ)｣は本機背面 

の電源ユニット実装部に取付けられています。 

               ｢DNHD12E-2P(-SNMPⅢ)｣,｢DNHD12E-2P****V(-SNMPⅢ)｣は付属品として 

添付されています。一方の電源ユニットを取外してご使用になる場合に必要と 

なりますので大切に保管して下さい。 
 

                   オ プ シ ョ ン 販 売 品     －               
ファンユニット：付属のファンユニットが故障した際にご購入下さい。（品名：ＤＮＨＤ１２ＥＦＡＮ） 
 
電源ユニット ：電源を二重化する場合や付属の電源ユニットが故障した場合にご購入下さい。 

（品名：ＤＮＨＤ１２ＥＰＷ・・・・・・・・ＡＣ１００Ｖ用）（品名：ＤＮＨＤ１２ＥＰＷ２・・・・・ＡＣ２００Ｖ用） 

（品名：ＤＮＨＤ１２ＥＤＣ２４Ｖ・・・・ＤＣ２４Ｖ用） （品名：ＤＮＨＤ１２ＥＤＣ４８Ｖ・・・・ＤＣ４８Ｖ用） 

（品名：ＤＮＨＤ１２ＥＤＣ１１０Ｖ・・・ＤＣ１１０Ｖ用） 
 
ＳＮＭＰユニット：付属のファンユニットと交換することで、ＤＮＨＤ１２Ｅ本体の電源状態やファンの動作状態、

実装したメディアコンバータの状態等を監視端末で管理できます。 

（品名：ＤＮＨＤ１２ＥSNMPⅢ）（品名：ＤＮＨＤ１２ＥSNMPⅢ（ＨＳ）） 
 
ファンモジュール：ファンユニット及びＳＮＭPユニットのファンモジュールが故障した場合にご購入下さい。 

（品名：ＤＮＨＤｘＥＦＡＮＭＤ・・・標準タイプ）（品名：ＤＮＨＤｘＥＦＡＮＭＤ(HS)・・・高速タイプ注） 

注：DN6710Eを 4 台以上実装する場合には、高速タイプのファンモジュールに交換して使 

用して下さい。 

但し、高速タイプのファンモジュールが搭載できるのは、ファンユニットは Rev.F以降、 

SNMPⅢユニットは Rev.C以降のものに限ります。 

また、使用電源ユニットは AC100V電源は Rev.E以降、AC200V電源は Rev.B以降、 

DC24V電源は Rev.D以降、DC48V電源は Rev.D以降、DC110V電源は Rev.B以降 

を使用して下さい。 
 

                       別   売   品                     － 
下記部材については、添付していませんので別にご準備下さい。 

・電源コード：ＡＣ200Ｖ電源及びＤＣ電源入力の配線には、AWG18～AWG12（0.75mm２～3.5mm２）の電線に圧 

着端子を取付けて使用して下さい。（ＡＣ100Ｖ電源のみは電源ケーブルが付属しています） 

・ラック固定用ねじ：本装置を 19 インチラックに固定する場合には、M5 サイズのネジを使用して下さい。 

・ツイストペアケーブル（ＳＮＭＰモジュール用）：TIA/EIA-568-Aに適合するカテゴリー５以上のＵＴＰケーブル 

に RJ-45 ﾓｼﾞｭﾗｰｺﾈｸﾀを結線したものをご使用下さい。※ＵＴＰｹｰﾌﾞﾙは 100m以下の長さでご使用下さい。 

・ＲＳ－２３２Ｃケーブル（シリアル用）：専用のRJ-45/D-Sub9ピン（メス）変換のRS-232Cケーブルをご使用下 

さい。なお、ケーブルは Cisco社製 SW-HUB用のシリアルケーブルが使用可能です。 

・端子台用ケーブル（接点出力用）：下記の電線サイズでご使用下さい。 

  単線：φ0.32mm～φ0.65mm（AWG28～AWG22）、 撚線：0.08mm2～0.32mm2（AWG28～AWG22） 

表示ＬＥＤ 

リセットスイッチ 

 

    DNHD12E 
 

P O W E R 

 L K / A c t 
S T A T U S 

R E S E T 

N N M 

 

10/100BASE-TX 
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メディアコンバータと前面までの間隔 

0mm，37.5mm，75mm，112.5mm（4 段階） 
M4 皿ねじ 

マウントブラケット 

２．本体の設置 

手順①：マウントブラケットの位置調整 

 本機は、マウントブラケットの取付け位置を 37.5mm間隔で最大 112.5mmスライドすることができ

ます。19 インチラックの形状に応じてメディアコンバータに接続するケーブルの配線スペースを確

保できる位置にマウントブラケットを取付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

手順②：19 インチラックへの取付け 

本機のマウントブラケットを 19 インチラックのレールに取付けて下さい。（M5ネジ 4 本が必要） 

 

 

 

 

 

 
手順③：アース線の接続 

【ＡC100Ｖ電源の場合】 

 接地極なしのコンセントを使用する場合は、 

変換プラグの口出し線を接地端子に接続して下さい。 

 

【AC200Ｖ、DC110V 電源の場合】 

 アース線に圧着端子を取付けて、電源ユニットの端子台に接続して下さい。（端子台への接続

方法は電源の接続の項を参照下さい） 

 

 

 

 

 

 

 
 

19 インチラックのレール 

マウントブラケット 

M5 ネジ 

＊JIS規格のラックの場合、 

中段のネジ穴１本でもご使用 

いただけます。 

 

POWER(L) POWER(R) 
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手順④：電源の接続 

【AC100V 電源の場合】 

電源ユニットの電源プラグを ACコンセントに差込んで下さい。本体の電源表示 LEDが緑色に点

灯することを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【AC200V 電源の場合】 

①片端に AC プラグが取付けられた電源ケーブルの 

他端を口出して、圧着端子を取付けて下さい。 

②圧着端子を端子台（M4ネジ）に取付けて下さい。 
（推奨締付トルク：1.8N･m） 

 

【DC 電源の場合】 

①ＤＣ電源ラインの回路ブレーカを遮断し電気が流れない 

状態にして下さい。 

②電源コードに圧着端子を取付けてから、端子台（M4 ネジ） 

に取付けて下さい。（推奨締付トルク：1.8N･m） 

 

 
手順⑤：ＳＮＭＰユニットのＵＴＰケーブル（管理ポート）の接続 

①ＲＪ－４５モジュラーコネクタを取付けた 

ＵＴＰケーブルを、本体のメタルポートイン 

ターフェースに接続して下さい。 

※モジュラープラグのレバーロックが「カチッ」 

と音がするまで確実に差込んで下さい。 

 
※モジュラーコネクタを取外す際には、レバー 

ロック部をモジュラーコネクタに押し当てた 

状態のままコネクタを引抜いて下さい。 

ロックされた状態で無理に引抜くと、モジュ 

ラーコネクタやメディアコンバータ本体を破 

損する恐れがあります。 

※ＵＴＰケーブルは誤動作・故障する場合がありますので、シリアルポートへは差込まないで下さ

い。 

 
 

POWER(R) 

 

    DNHD12E 
 

P O W E R 

 L K / A c t 
S T A T U S 

R E S E T 

N N M 

 

10/100BASE-TX 

POWER(L) 

 

DNHD12E 

POWER(L) POWER(R) 

左側の電源ユニット実装で POWER(L)が点灯 

右側の電源ユニット実装で POWER(R)が点灯 

 

電源ユニット 

実装部（右側） 

 

電源ユニット 

実装部（左側） 

 

AC100-240V 
L1  L2  FG 

8mm 

DC48V 
+   -   FG 

8mm 

POWER(R) 

 

    DNHD12E 
 

P O W E R 

 L K / A c t 
S T A T U S 

R E S E T 

N N M 

 

10/100BASE-TX 

POWER(L) 

 

  カカチチッッ  

ＵＴＰケーブル 
RJ-45ﾓｼﾞｭﾗｰｺﾈｸﾀ 

レバーロック 
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┗ ┻ ┛Console 

手順⑥：ＳＮＭＰユニットのＲＳ－２３２Ｃケーブル（シリアル用）の接続 

①専用の RJ-45/D-Sub9ピン（メス）変換の RS-232C ケーブルをご使用下さい。 

②RJ-45 モジュラーコネクタ側を本体のシリアルポートに接続して下さい。 

※抜差しの要領については UTP ケーブルと同様です。 

※RS-232C ケーブルは誤動作・故障する場合がありますので、管理ポートへは差込まないで下さ

い。 

③D-Sub9 ピン側をＰＣ等の端末に接続して下さい。 

※端末機 D-Sub9 ピン（オス）以外の場合は別途変換コネクタを用意して下さい。 

※端末機については、VT100 をサポートした通信ソフトウェアが動作する PC を使用して下さい。 

※通信ソフトウェアの設定については、取扱説明書（ソフトウェア）を参照下さい。 
 
手順⑦：ＳＮＭＰユニットの端子台用ケーブル（接点信号出力用）の接続 

①電線の被覆を約 10mm 剥ぎ取ります。 

※使用可能な電線サイズは別売品項目を参照して下さい。 

②マイナスドライバーなどの工具を使って、リリース 

ボタンを押し込んだ状態にして、電線を奥まで差込みます。 

③リリースボタンを離すと、電線がロックされます。 

電線を軽く引張りロックされていることを確認して下さい。 
 

※ 接点出力は無電圧接点です。 

接点出力を使用する際は、下記定格を必ず守って下さい。 

最大電圧：DC50V,AC50V、最大電流：2A、最大電力：30W(DC),62.5VA(AC) 

※左：電源断時に短絡、中央：共通端子、右：電源断時に開放となる端子となります。 

※CLIの「output」コマンドにより、“high”設定された場合は電源断時と同一の設定です。 

 

３．接続状態の確認および注意 

手順①：電源ユニットの確認 

電源ユニットをＤＮＨＤ１２Ｅに実装してＤＮＨＤ１２Ｅの 

電源を入れた状態で本体表示 LED の「POWER(L)および 

POWER(R)」が実装状態に対応して緑色に点灯している 

ことを確認して下さい。 

 

手順②：ＳＮＭＰユニットの確認 

ＳＮＭＰユニットをＤＮＨＤ１２Ｅに実装してＤＮＨＤ１２Ｅの 

電源を入れた状態で本体表示 LED の「POWER」が緑色 

に点灯していることを確認して下さい。 

 

手順③：ＳＮＭＰユニットの UTPケーブルの確認 

UTP ケーブルを 10/100BASE-T対応の機器（パソコンやス 

イッチングハブ等）に接続し、本体表示 LED の「LK/Act」 

が点灯（もしくは点滅）することを確認して下さい。 

※UTP を介して接続されている装置の電源が投入されて 

いない場合には確認できません。 

 

 

POWER(R) 

 

    DNHD12E 
 

P O W E R 

 L K / A c t 
S T A T U S 

R E S E T 

N N M 

 

10/100BASE-TX 

POWER(L) 

 

POWER(R) 

 

    DNHD12E 
 

L K / A c t 

S T A T U S 

R E S E T 

N N M 

 

10/100BASE-TX 

POWER(L) 

 

P O W E R 

 

POWER(R) 

 

    DNHD12E 
 

L K / A c t 

S T A T U S 

R E S E T 

N N M 

 

10/100BASE-TX 

POWER(L) 

 

P O W E R 
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手順④：ＳＮＭＰユニットの設定時の注意 

①本装置はシリアル接続もしくは UTP ケーブルを介してのＴｅｌｎｅｔ接続によって様々な機能を CLI

（Command Line Interface）で設定をすることができます。詳細は、取扱説明書（ソフトウェア）を

参照して下さい。 

②管理ポート対向側の機器が固定設定（速度・モード）の場合には、必ず本装置も対向機器の速

度・モードと同じになるよう固定設定にして下さい。また、逆の場合も同様です。 

※設定が異なる場合には、リンクアップしなかったり、設定とは異なる速度・モードでリンクアップし

たりする可能性があります。 
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ロック状態 

解除状態 

４．メディアコンバータの取付け 

手順①：ブラインドの取外し 

メディアコンバータを実装するスロット部の両端にあるロックネジをドライバーで 90 度回転させ解

除状態にしてブラインドを取外して下さい。取外したブラインドは大切に保管し、メディアコンバー

タを実装しないスロットには必ずブラインドを装着して下さい。（ファンによる冷却効果が低減し、本

機及びメディアコンバータの機能低下を招く可能性があります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順②：メディアコンバータの取付け 

ブラインドを取外したスロット部にメディアコンバータを奥まで挿入して下さい。本機の板面から

11～37mm 程度突き出た状態が正常に装着された状態です。（MC 機種によって異なります） 

本機の電源が投入されている場合には、メディアコンバータの電源表示ＬＥＤが点灯することを

確認して下さい。（メディアコンバータの電源表示 LEDについては、メディアコンバータの取扱説明

書を参照下さい） 

メディアコンバータを奥まで差込んだら、両端のロックネジをドライバーで 90 度回転させメディア

コンバータをロックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．メディアコンバータの取外し 

手順①：配線の取外し 

メディアコンバータに配線している UTPケーブル及び光ケーブルのコネクタを取外して下さい。 

手順②：ロックの開放 

取外すメディアコンバータの両端にあるロックネジをマイナスドライバーで 90度回転させロック解

除状態にして下さい。 

 

 

 

 

 

約11mm メディアコンバータ 

 
ロック状態 

解除状態 
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AC100V 

POWER(L) POWER(R) 

化粧パネル 

POWER(L) POWER(R) 

AC100V 

AC100V 

手順③：メディアコンバータの取外し 

メディアコンバータの側面を指でつまんでゆっくりと 

引抜いて下さい。 

※ロックネジをきちんと解除していない状態で無理 

に引抜くと、メディアコンバータのケースを破損したり、 

本機のロックネジ部等を変形させる恐れがあります 

のでご注意下さい。 

 

手順④：ブラインドの取付け 

メディアコンバータを取外した箇所にはブラインドを装着し、両側のロックネジをきちんとロック状

態にして下さい。 

 
６．電源ユニットの取付け 

手順①：化粧パネルの取外し 

電源ユニットを二重化してご使用される場合には、本機背面の中央部の化粧パネル部のネジ

（２箇所）を緩めて化粧パネルを取外して下さい。 

 取外した化粧パネルは大切に保管し、電源ユニットを取外した際には必ず化粧パネルを装着 

して下さい。（ファンによる冷却効果が低減し、本機及びメディアコンバータの機能低下を招く可能

性があります） 

 

 

 

 

 

 

 

手順②：電源ユニットの取付け 

電源ユニットをゆっくりと奥に突きあたる 

まで挿入し、ネジで固定して下さい。 

その後はアース線の接続および電源の 

接続を行って下さい。 
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７．電源ユニットの取外し 

手順①：電源の開放 

交換する電源ユニットの電源をオフ（AC 電源は電源プラグをコンセントから抜き、DC 電源はブ

レーカを切る）にしてから、アース線を取外して下さい。 

 

 

 

 

 

 

手順②：固定ネジの取外し 

電源ユニットを取付けている M3ネジ（2 箇所） 

をプラスドライバーで緩めネジを取外して下さい。 

 

 

 

 

手順③：電源ユニットの取外し 

取外したネジをそれぞれ引出用ネジ穴に 

ネジ込むことで電源ユニットを 5mm 程度抜 

き出してから、パネル部を持って電源ユニット 

を引抜いて下さい。※電源コードを引っ張ら 

ないで下さい。 

 

 

手順④：化粧パネルの取付け 

電源二重化の状態から、一方の電源ユニットを取外してもう一方の電源ユニットのみで使用され

る場合には、必ず化粧パネルを装着して下さい。化粧パネルを装着せずに使用するとファンによ

る冷却効果が低減し、本機及びメディアコンバータの機能低下を招く可能性があります。 

 

 

８．ファンユニットの取付け 

ファンユニットをゆっくりと奥に突きあたるまで 

挿入し、ネジで固定して下さい。 

電源が供給されている際に、ファンモータが 

回転していることを確認して下さい。 

※電源ユニット 2 台装着でない場合、下記に 

   ご注意下さい。 

  ・DN6710E を実装時は、ファンモジュールを 

1 個実装の状態で挿入し、ユニット挿入後に 

残りのファンモジュールを取付けて下さい。 

 （ファンモジュールの取外し/取付け方法は 12 項を参照下さい） 

・DN6710E を 4 台以上実装時にユニット取付けを行うと、 

瞬停が発生する可能性があります。 

AC100V 

ネジを締め込むと 

ユニットが抜出る 

AC100V 

ネジを取外す 

ファンモジュール 

（HS品は高速ファンを搭載） 
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９．ファンユニットの取外し 

手順①：固定ネジの取外し 

ファンユニットを取付けている M3 ネジ（2 箇所） 

をプラスドライバーで緩めネジを取外して下さい｡ 

 

 

 

 

手順②：ファンユニットの取外し 

取外したネジをそれぞれ引出用ネジ穴に 

ネジ込むことでファンユニットを 5mm 程度抜き 

出してから、パネル部を持ってファンユニットを 

引抜いて下さい。 

 

 

 

 

10．ＳＮＭＰユニットの取付け 

手順①：前面シールの取外し 

本機の前面のシールを剥ぎ取って下さい。 

 

 

 

 

手順②：ファンユニットの取外し 

標準でファンユニットが実装されています。ＳＮＭＰユニットはファンユニットと交換して使用しま

すのでファンユニットを取外して下さい。（ファンユニットの取外し方法は前項を参照下さい） 

 

 

手順③：ＳＮＭＰユニットの取付け 

ＳＮＭＰユニットをゆっくりと奥に突きあたるまで 

挿入し、ネジで固定して下さい。 

※電源ユニット 2 台装着でない場合、下記に 

   ご注意下さい。 

  ・DN6710E を実装時は、ファンモジュールを 

1 個実装の状態で挿入し、ユニット挿入後に 

残りのファンモジュールを取付けて下さい。 

 （ファンモジュールの取外し/取付け方法は 12 項を参照下さい） 

・DN6710E を 4 台以上実装時にユニット取付けを行うと、 

瞬停が発生する可能性があります。 

 

 

 

 

DNHD12E 

POWER(L) POWER(R) 

NNM 

10/100BASE-TX 

POWER 
LK/Act 
STATUS 

RESET 

ネジを締め込むと 

ユニットが抜出る 

ネジを取外す 

ファンモジュール 

（HS品は高速ファンを搭載） 
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ネジを締め込むと 

モジュールが抜出る 

11．ＳＮＭＰユニットの取外し 

手順①：固定ネジの取外し 

ＳＮＭＰユニットを取付けている M3 ネジ（2 箇所） 

をプラスドライバーで緩めネジを取外して下さい。 

. 

 

 

 

手順②：ＳＮＭＰユニットの取外し 

取外したネジをそれぞれ引出用ネジ穴に 

ネジ込むことでＳＮＭＰユニットを 5mm 程度 

抜き出してから、パネル部を持ってＳＮＭＰ 

ユニットを引抜いて下さい。 

 

 

 

 

12．ファンモジュールの交換 

手順①：固定ネジの取外し 

ファンユニットもしくはＳＮＭＰユニットの背面にある 

表示 LED を確認し、故障（LEDが消灯または点滅） 

している側の固定ネジ（M2.5 黒色）をプラスドライ 

バーで緩めネジを取外して下さい。 

 

 

 

手順②：ファンモジュールの取外し 

取外したネジを引出用ネジ穴にネジ込むことで 

ファンモジュールを 5mm 程度抜き出してから、 

パネル部を持ってファンモジュールを引抜いて下さい。 

 

 

手順③：ファンモジュールの取付け 

新しいファンモジュールをゆっくりと奥に突きあたる 

まで挿入し、ネジで固定して下さい。 

ファンモジュール取付け後、LED が点灯することを 

確認して下さい。 

※ファンモジュールは 1 つずつ取付けて下さい。 

※高速タイプのファンモジュールが搭載できるのは 

ファンユニットは Rev.F以降、SNMPⅢユニットは 

Rev.C 以降のものに限ります。 

※HS 品は高速タイプのファンモジュールが搭載済の 

  製品になります。 

 

ネジを取外す 

ネジを取外す 

ネジを締め込むと 

ユニットが抜出る 
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13．こんな時は 

 故障かなと思った場合には修理を依頼する前に確かめて下さい。 

 

 

確認①：電源ユニットはきちんと奥まで実装されていますか？ 

確認②：AC 電源の場合、電源プラグは根元まできちんとコンセントに接続されていますか？ 

確認③：DC 電源の場合、極性は間違っていませんか？ 

誤って逆極性で接続した場合に備えて保護回路を内蔵していますが、間違った極性で電 

圧を印加し続けると故障する可能性があります。速やかに正しい極性に接続し直して下 

さい。 

確認④：電源電圧は仕様範囲内ですか？ 

入力電圧が低すぎる場合は出力をＯＦＦにする機能を内蔵していますので、正しい電源 

電圧で再接続して下さい。 

入力電圧が高すぎた場合、保護回路を内蔵しておりませんので故障の危険があります。 

ご使用を控えて点検・修理に出して下さい。 

 

 

確認①：本機の電源表示 LEDは点灯していますか？ 

確認②：ファン（またはＳＮＭＰ）ユニットはきちんと奥まで実装されていますか？ 

 

 

確認①：本機の電源表示 LEDは点灯していますか？ 

確認②：メディアコンバータはきちんと奥まで実装されロックされていますか？ 

 

 

確認①：SNMPユニットは本体にきちんと根元まで接続されていますか？ 

確認②：本体の電源は入っていますか？ 

 

 

確認①：モジュラーコネクタは確実にロックされていますか？ 

確認②：接続相手機器の電源は入っていますか？ 

確認③：接続相手の機器の設定と本装置の設定はあっていますか？ 

確認④：UTPケーブルが断線や異常損失を起こしていませんか？ 

代わりの UTPケーブルで接続してみて下さい。 
 

 

確認①：管理ポート設定が無効になっていませんか？ 

シリアルポートにて「portconfig -a」コマンドでポートステータスを確認して下さい。 

確認②：管理ポートの IPアドレス、Subnetマスクの設定は正しいですか？ 

シリアルポートにて「ipconfig -a」コマンドでアドレスを確認して下さい。 
 

 

確認①：ケーブルや変換コネクタは正しく接続されていますか？ 

確認②：通信ソフトウェアの設定内容は、本装置に合っていますか？ 

 電源表示ＬＥＤが点灯しない 

 ファンが回転していない 

 メディアコンバータに電源が供給されていない 

 

 

管理ポート用 POWER LED が点灯しない 

 管理ポート用 LK/Act LED が点灯しない 

 管理ポートが通信できない 

 CONSOLE が接続できない 
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製品保証 
 

 本製品の保証内容は以下のとおりです。 
 

保証期間 ： 当社出荷日起算から６年間 
 

保証内容 ： 代替品の無償提供（先出しセンドバック方式） 
 

 ＊保証期間内であっても、次の場合は保証外となりますのでご了承ください。 

   ・取扱説明書に記載の使用方法や注意事項に反するお取り扱い及び不当な修理や改造によって 

    生じた故障及び損傷 

   ・仕様書に記載の環境条件(温度・湿度)や使用条件、入力電圧に反するお取り扱いによる故障及び損傷 

   ・ご購入後の輸送、移動中の落下等、お取り扱いが不適当なために生じた故障及び損傷 

   ・火災、地震、風水害、落雷、その他天災地変による故障及び損傷 

 ＊代替品の受付は 9:00～17:00 となります（土・日・祝日および当社休日を除く）。 

製品在庫や受付時間によっては当日出荷できない場合があります。 

 ＊保証期間については、製品に貼付しているロットシールのロットナンバー・シリアルナンバーにて判別可能

であるため、保証書の添付はございません。 
 

     Lot：○○△－□□□ 〇〇：製造年（西暦年下 2 桁表示） 

△：製造月（ただし、10 月:Ｘ,11月:Ｙ,12 月:Ｚ） 

□□□：製造番号（3 桁表示） 

Rev.：◇  ◇：リビジョン（アルファベット 1文字表示） 

S/N：×××  ×××：シリアルナンバー（最大 3 桁表示） 
 

     例）Lot：22Z－001 Rev.：A S/N：50 ⇒ 2022 年 12 月製造、製造番号 001 リビジョン A シリアルナンバー50 

 

 

お問い合わせ 
 

製品に関するお問い合わせや代替品の受付は下記連絡先にお問い合わせください。 

製品故障の場合、「こんな時は」に従ってご確認いただき、なお異常の場合には異常

内容をご連絡ください。 
 

     『営業窓口』 大電株式会社 ネットワーク機器部 各営業所 
 
     コールセンター(テクニカルサポート窓口)     ： 0120-588-545 (携帯にも対応) 

                                     受付：8:30～12:00/13:00～17:00 

（土・日・祝日および当社休日を除く） 

                                              e-mail：dyden-network@dyden.co.jp 

         受付：24 時間 
 

    東   京：〒113-0033 東京都文京区本郷 2-3-9 ツインビュー御茶ノ水３階 

             TEL : 03-5684－2100 【代表】     ＊担当地区：北海道・東北・関東・甲信越地区 
 

     名 古 屋：〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内 1-15-20 ie 丸の内ビルディング４階 

             TEL : 052-211－1888 【代表】     ＊担当地区：東海地区 
 

大   阪：〒541-0041 大阪市中央区北浜 4-7-28 住友ビルディング２号館１階 

             TEL : 06-6229－3535 【代表】     ＊担当地区：関西・北陸・中国・四国地区 
 

     九   州：〒849-0124 佐賀県三養基郡上峰町堤 2100-19 

             TEL : 0952-52－8546 【代表】     ＊担当地区：九州・沖縄地区 
 

dyden-network@dyden.co.jp

